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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第206期

第１四半期
連結累計期間

第207期
第１四半期
連結累計期間

第206期

会計期間
自　2021年４月１日

至　2021年６月30日

自　2022年４月１日

至　2022年６月30日

自　2021年４月１日

至　2022年３月31日

売上高 （百万円） 52,272 54,617 216,236

経常利益 （百万円） 7,208 8,263 30,572

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

（百万円） 5,416 5,617 22,034

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 6,307 7,078 24,095

純資産額 （百万円） 140,523 159,674 155,522

総資産額 （百万円） 224,396 247,525 246,924

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 81.66 84.69 332.18

自己資本比率 （％） 62.1 64.0 62.5

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） 8,378 △57 25,073

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） 394 △1,839 △5,523

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △2,773 △2,831 △5,881

現金及び現金同等物の四半期
末残高又は期末残高

（百万円） 45,898 50,764 54,414
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】
　

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。
 

(1）経営成績の状況
 

 
売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

親会社株主に
帰属する四半期純利益

(百万円)

１株当たり
四半期純利益

(円)

当第１四半期
連結累計期間

54,617 6,589 5,617 84.69

前第１四半期
連結累計期間

52,272 6,600 5,416 81.66

増減 2,345 △10 201 3.03

増減率(％) ＋4.5 △0.2 ＋3.7 ＋3.7
 

 

当第１四半期連結累計期間における事業環境は、日本の景気は、全体として持ち直しの動きがみられます。製造

業では設備投資や生産に持ち直しの動きがみられますが、輸出は概ね横ばいとなっております。海外の景気は、中

国では新型コロナウイルス感染症の拡大により一部地方で経済活動が抑制され、持ち直しの動きに足踏みがみられ

ますが、米国および新興国では持ち直しております。

このような状況の中、当社グループにおいては、自動車の生産調整の影響もありましたが、半導体製造装置向け

製品の需要が高水準で推移したことにより、当社グループの売上高は、前年同四半期に対し4.5％増の54,617百万円

となりました。

売上原価については、原材料価格やエネルギーコストの高騰により、前年同四半期に対し2,025百万円(5.2％)増

加し41,290百万円となりました。また、販売費及び一般管理費については、売上高の増加により、前年同四半期に

対し330百万円(5.2％)増加の6,737百万円となり、営業利益については、前年同四半期に対し10百万円(0.2％)減少

の6,589百万円となり、営業利益率は12.1％となりました。

営業外収益については、主に為替差益の増加により前年同四半期に対し1,044百万円(149.1％)増加の1,744百万円

となりました。また、営業外費用については、前年同四半期に対し21百万円(23.6％)減少の69百万円となりまし

た。

上記の結果、経常利益については、前年同四半期に対し1,055百万円(14.6％)増加の8,263百万円となり、親会社

株主に帰属する四半期純利益については、前年同四半期に対し201百万円(3.7％)増加の5,617百万円となりました。
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当第１四半期連結累計期間のセグメント別の経営成績は以下のとおりです。
 

＜プラント向け工事・販売＞

(単位：百万円)

 
前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間
増減 増減率(％)

売上高 14,380 14,903 523 ＋3.6

セグメント利益 1,474 1,898 424 ＋28.8
 

 

プラント向け工事・販売については、石油精製、石油化学向けを中心に需要が堅調に推移したため、売上高は前

年同四半期に対し3.6％増の14,903百万円、セグメント利益は前年同四半期に対し28.8％増の1,898百万円となりま

した。
 

＜工業製品＞

(単位：百万円)

 
前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間
増減 増減率(％)

売上高 11,446 11,452 6 ＋0.1

セグメント利益 1,961 2,047 85 ＋4.4
 

 

工業製品については、中国での新型コロナウイルス感染症拡大に伴う都市封鎖等の影響で、環境製品の出荷が停

滞しましたが、国内での電子部品やインフラ向けシール材、無機断熱材の需要が堅調に推移したため、売上高は前

年同四半期に対し0.1％増の11,452百万円、セグメント利益は前年同四半期に対し4.4％増の2,047百万円となりまし

た。
 

＜高機能製品＞

(単位：百万円)

 
前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間
増減 増減率(％)

売上高 8,433 10,510 2,077 ＋24.6

セグメント利益 1,827 2,342 514 ＋28.2
 

 

高機能製品については、半導体の需要が好調に推移したため、売上高は前年同四半期に対し24.6％増の10,510百

万円、セグメント利益は前年同四半期に対し28.2％増の2,342百万円となりました。
 

＜自動車部品＞

(単位：百万円)

 
前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間
増減 増減率(％)

売上高 11,417 11,033 △383 △3.4

セグメント利益 1,311 410 △900 △68.7
 

 

自動車部品については、世界的な半導体不足に加え、中国での新型コロナウイルス感染症拡大に伴う都市封鎖に

より部品調達が滞り、自動車の生産調整が続いたため、売上高は前年同四半期に対し3.4％減の11,033百万円となり

ました。また、原材料価格の上昇等の影響により、セグメント利益は前年同四半期に対し68.7％減の410百万円とな

りました。
 

＜建材＞

(単位：百万円)

 
前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間
増減 増減率(％)

売上高 6,594 6,716 122 ＋1.9

セグメント利益
又は損失（△）

25 △110 △135 －
 

 

建材については、耐火被覆材の需要が堅調に推移したため、売上高は前年同四半期に対し1.9％増の6,716百万円

となりました。一方で原材料価格の上昇等の影響により、セグメント損失は110百万円（前年同四半期はセグメント

利益25百万円）となりました。
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(2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金が3,638百万円、建設仮勘定が2,076百万円減少し

ましたが、建物及び構築物が2,444百万円、電子記録債権が1,506百万円、原材料及び貯蔵品が1,378百万円、未成工

事支出金が1,112百万円増加したこと等により、前連結会計年度末と比較して600百万円増加の247,525百万円となり

ました。

当第１四半期連結会計期間末における負債は、流動負債のその他に含まれる未払費用等が2,578百万円、電子記録

債務が668百万円増加しましたが、未払法人税等が4,093百万円、支払手形及び買掛金が1,493百万円、賞与引当金が

1,267百万円減少したこと等により、前連結会計年度末と比較して3,552百万円減少の87,850百万円となりました。

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、その他有価証券評価差額金が403百万円減少しましたが、利益剰

余金が2,699百万円、為替換算調整勘定が1,737百万円増加したこと等により、前連結会計年度末と比較して4,152百

万円増加の159,674百万円となりました。

 
(3）キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末と比較

して3,649百万円減少し50,764百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりで

す。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により支出した資金は57百万円（前年同四半期は8,378百万円の獲得）となりました。

　これは、税金等調整前四半期純利益8,153百万円等により資金が増加しましたが、法人税等の支払額5,443百万

円、仕入債務の減少1,984百万円、棚卸資産の増加1,314百万円等により資金が減少したことによります。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により支出した資金は1,839百万円（前年同四半期は394百万円の獲得）となりました。

　これは、有形固定資産の取得による支出1,674百万円等により資金が減少したことによります。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により支出した資金は2,831百万円（前年同四半期は2,773百万円の支出）となりました。

　これは、配当金の支払額2,773百万円等により資金が減少したことによります。
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(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、1,383百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 
(5）生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、工業製品の受注残高が10,405百万円と前年同四半期末と比較し、50.8％の

増加となりました。これは、中国での都市封鎖の影響で環境製品の出荷が停滞したことによるものです。

高機能製品の受注残高が14,635万円と前年同四半期末と比較し、96.8％の増加となりました。これは、半導体製

造装置向け関連製品の需要が増加したことによるものです。

自動車部品の受注残高が2,846百万円と前年同四半期末と比較し、38.8％の増加となりました。これは、中国での

都市封鎖の影響で製品の出荷が停滞したことによるものです。

 
(6）経営成績に重要な影響を与える要因について

当第１四半期連結累計期間において、重要な変更はありません。

 
(7）経営戦略の現状の見通し及び対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、重要な変更はありません。

 
(8）財務政策

運転資金および設備投資資金については、営業活動によるキャッシュ・フローから得られる資金、社債の発行お

よび金融機関からの借入れにより資金を調達しております。

 
(9）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

新型コロナウイルス感染症の影響による会計上の見積りについては、「第４ 経理の状況　１ 四半期連結財務諸

表　注記事項　（追加情報）」に記載しております。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 120,000,000

計 120,000,000
 

　

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2022年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2022年８月４日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 67,811,917 67,811,917
東京証券取引所
プライム市場

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あり、単元株式数は100株で
あります。

計 67,811,917 67,811,917 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　　該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2022年６月30日 ― 67,811,917 ― 12,128 ― 12,569

 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2022年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   2022年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式 1,479,200
 

― 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 66,223,500
 

662,235 同上

単元未満株式 普通株式 109,217
 

― ―

発行済株式総数 67,811,917 ― ―

総株主の議決権 ― 662,235 ―
 

(注) 「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権の数10個）

含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2022年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合
（％）

ニチアス株式会社
東京都中央区八丁堀
一丁目６番１号

1,479,200 ― 1,479,200 2.18

計 ― 1,479,200 ― 1,479,200 2.18
 

(注) 株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が500株（議決権の数５個）ありま

す。なお、当該株式数は上記①「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式に含まれてお

ります。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2022年４月１日から2022年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 54,597 50,959

  受取手形及び売掛金 32,031 32,739

  電子記録債権 10,860 12,366

  完成工事未収入金 21,488 20,390

  商品及び製品 18,727 19,226

  仕掛品 3,618 3,792

  原材料及び貯蔵品 13,364 14,743

  未成工事支出金 1,010 2,123

  その他 3,742 3,231

  貸倒引当金 △19 △20

  流動資産合計 159,422 159,552

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 62,657 65,804

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △36,221 △36,923

    建物及び構築物（純額） 26,436 28,880

   機械装置及び運搬具 80,968 83,047

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △67,651 △69,155

    機械装置及び運搬具（純額） 13,317 13,891

   土地 14,821 14,845

   リース資産 239 189

    減価償却累計額 △153 △101

    リース資産（純額） 86 87

   建設仮勘定 4,983 2,906

   その他 11,875 12,311

    減価償却累計額及び減損損失累計額 △9,669 △9,967

    その他（純額） 2,206 2,344

   有形固定資産合計 61,851 62,956

  無形固定資産   

   ソフトウエア 772 859

   その他 635 564

   無形固定資産合計 1,407 1,423

  投資その他の資産   

   投資有価証券 17,151 16,597

   長期貸付金 364 363

   退職給付に係る資産 1,463 1,477

   繰延税金資産 1,355 1,274

   その他 3,936 3,907

   貸倒引当金 △28 △28

   投資その他の資産合計 24,242 23,592

  固定資産合計 87,502 87,972

 資産合計 246,924 247,525
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 22,542 21,049

  電子記録債務 14,421 15,090

  短期借入金 10,145 10,645

  未払金 6,047 5,640

  未払法人税等 6,087 1,993

  未成工事受入金 190 232

  賞与引当金 3,268 2,000

  その他 5,021 7,600

  流動負債合計 67,725 64,252

 固定負債   

  社債 13,000 13,000

  長期借入金 625 133

  繰延税金負債 1,921 2,440

  退職給付に係る負債 4,467 4,512

  訴訟損失引当金 ※2  460 ※2  282

  その他 3,202 3,229

  固定負債合計 23,677 23,597

 負債合計 91,402 87,850

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 12,128 12,128

  資本剰余金 13,857 13,857

  利益剰余金 123,904 126,603

  自己株式 △4,059 △4,060

  株主資本合計 145,830 148,529

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 8,911 8,508

  為替換算調整勘定 890 2,628

  退職給付に係る調整累計額 △1,346 △1,300

  その他の包括利益累計額合計 8,455 9,836

 非支配株主持分 1,235 1,309

 純資産合計 155,522 159,674

負債純資産合計 246,924 247,525
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
 【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】
           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

売上高   

 商品及び製品売上高 38,857 41,912

 完成工事高 13,414 12,705

 売上高合計 52,272 54,617

売上原価   

 商品及び製品売上原価 27,873 30,528

 完成工事原価 11,391 10,761

 売上原価合計 39,264 41,290

売上総利益 13,007 13,327

販売費及び一般管理費   

 販売費 1,977 2,151

 一般管理費 4,429 4,586

 販売費及び一般管理費合計 6,407 6,737

営業利益 6,600 6,589

営業外収益   

 受取利息 22 20

 受取配当金 205 256

 為替差益 241 1,171

 受取賃貸料 137 144

 持分法による投資利益 21 11

 その他 72 139

 営業外収益合計 700 1,744

営業外費用   

 支払利息 33 29

 その他 58 40

 営業外費用合計 91 69

経常利益 7,208 8,263

特別利益   

 固定資産売却益 2 13

 関係会社清算益 310 -

 特別利益合計 313 13

特別損失   

 固定資産除売却損 46 11

 訴訟損失引当金繰入額 32 66

 災害による損失 - ※1  45

 特別損失合計 78 123

税金等調整前四半期純利益 7,443 8,153

法人税、住民税及び事業税 1,579 1,782

法人税等調整額 415 722

法人税等合計 1,994 2,505

四半期純利益 5,448 5,648

非支配株主に帰属する四半期純利益 32 30

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,416 5,617
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 【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

四半期純利益 5,448 5,648

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △86 △403

 為替換算調整勘定 922 1,787

 退職給付に係る調整額 23 46

 その他の包括利益合計 859 1,430

四半期包括利益 6,307 7,078

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 6,258 6,998

 非支配株主に係る四半期包括利益 49 80
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 7,443 8,153

 減価償却費 1,487 1,672

 有形固定資産売却損益（△は益） △2 △12

 関係会社清算損益（△は益） △310 -

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △5 △13

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 62 44

 賞与引当金の増減額（△は減少） △1,326 △1,276

 受取利息及び受取配当金 △227 △276

 支払利息 33 29

 為替差損益（△は益） △207 △733

 売上債権の増減額（△は増加） 1,924 △543

 棚卸資産の増減額（△は増加） △289 △1,314

 未成工事支出金の増減額（△は増加） △464 △1,116

 仕入債務の増減額（△は減少） 648 △1,984

 未払金の増減額（△は減少） △247 △1,208

 未払費用の増減額（△は減少） 2,876 3,015

 未成工事受入金の増減額（△は減少） △5 17

 訴訟損失引当金の増減額（△は減少） △95 △178

 災害による損失 - 45

 その他 401 790

 小計 11,693 5,111

 利息及び配当金の受取額 227 276

 利息の支払額 △34 △26

 補助金の受取額 - 38

 災害による損失の支払額 - △16

 法人税等の支払額 △3,508 △5,443

 法人税等の還付額 - 2

 営業活動によるキャッシュ・フロー 8,378 △57

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △963 △1,674

 有形固定資産の売却による収入 5 13

 無形固定資産の取得による支出 △101 △79

 貸付けによる支出 △3 △0

 貸付金の回収による収入 0 0

 関係会社の清算による収入 1,542 -

 その他 △86 △99

 投資活動によるキャッシュ・フロー 394 △1,839
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           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 社債の償還による支出 △200 -

 配当金の支払額 △2,517 △2,773

 自己株式の純増減額（△は増加） △1 △0

 非支配株主への配当金の支払額 △8 △6

 その他 △46 △51

 財務活動によるキャッシュ・フロー △2,773 △2,831

現金及び現金同等物に係る換算差額 310 1,079

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,308 △3,649

現金及び現金同等物の期首残高 39,589 54,414

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  45,898 ※1  50,764
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【注記事項】

(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り)

当第１四半期連結会計期間末の会計上の見積りに関する判断については、前連結会計年度末より重要な変更はあ

りません。

当社グループは、現時点で入手可能な外部情報等に基づき会計上の見積りを行っており、新型コロナウイルス感

染症の影響について、一部の地域において影響が継続する可能性はあるものの、会計上の見積りに重要な影響を与

えるものではないと仮定しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

　１．保証債務等

　　(1) 連結会社以外の会社等の金融機関からの借入金等に対し次のとおり保証を行っています。

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

NICHIAS INDUSTRIAL PRODUCTS

PRIVATE.LTD.
133百万円 ―百万円

従業員 1 1

計 134 1
 

　　(2) 手形流動化に伴う買戻し義務限度額

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

 879百万円 1,035百万円
 

 
※２．訴訟損失引当金

当社は、当第１四半期連結会計期間末現在において、アスベスト含有建材にばく露して健康被害を受けたとする

元建設作業従事者およびその遺族が国および複数の建材メーカーに対して賠償金を求める訴訟の提起を複数受けて

おります。このうち、地方裁判所および高等裁判所が当社に賠償を命じた判決について、賠償額（遅延損害金を含

む）を見積もり、訴訟損失引当金として計上しております。当該判決に対して当社はそれぞれ上訴しております。

当第１四半期連結累計期間において新たに計上している訴訟損失引当金は、主に札幌高等裁判所の2022年５月30

日判決によるものです。

なお、東京高等裁判所の2020年８月28日判決については、最高裁判所による2022年２月９日付の決定および同年

６月３日付の判決により東京高等裁判所判決が確定した部分につき、当第１四半期連結累計期間において企業間の

合意により賠償額が確定したため、訴訟損失引当金を取り崩しております。

 
(四半期連結損益計算書関係)

※１. 災害による損失

　　2022年３月に発生した福島県沖地震により被災した設備の復旧等に要する費用を計上しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年６月30日)

現金及び預金勘定 46,113百万円 50,959百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△214 △194

現金及び現金同等物 45,898 50,764
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日　至 2021年６月30日）

１. 配当金支払額

 

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月29日
定時株主総会

普通株式 2,653 40 2021年３月31日 2021年６月30日 利益剰余金
 

 
２. 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間末日後

となるもの

該当事項はありません。

 
３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 
当第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日　至 2022年６月30日）

１. 配当金支払額

 

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月29日
定時株主総会

普通株式 2,918 44 2022年３月31日 2022年６月30日 利益剰余金
 

 
２. 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間末日後

となるもの

該当事項はありません。

 
３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 前第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：百万円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

プラント

向け

工事・販売

工業製品
高機能
製品

自動車
部品

建材 計

売上高         

  外部顧客への売上高 14,380 11,446 8,433 11,417 6,594 52,272 － 52,272

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ 2,259 － － － 2,259 △2,259 －

計 14,380 13,706 8,433 11,417 6,594 54,532 △2,259 52,272

セグメント利益 1,474 1,961 1,827 1,311 25 6,600 － 6,600
 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

報告事項はありません。

 

 当第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：百万円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額

プラント

向け

工事・販売

工業製品
高機能
製品

自動車
部品

建材 計

売上高         

  外部顧客への売上高 14,903 11,452 10,510 11,033 6,716 54,617 － 54,617

 セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ 2,751 － － － 2,751 △2,751 －

計 14,903 14,204 10,510 11,033 6,716 57,369 △2,751 54,617

セグメント利益又は
損失(△)

1,898 2,047 2,342 410 △110 6,589 － 6,589
 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

報告事項はありません。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前第１四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年６月30日）

     (単位：百万円)

 

報告セグメント

計プラント

向け

工事・販売

工業製品
高機能
製品

自動車
部品

建材

主たる地域市場       

　日本 13,886 8,128 8,241 5,661 6,099 42,016

　アジア 488 2,951 147 3,992 494 8,074

　その他 5 366 44 1,763 － 2,181

計 14,380 11,446 8,433 11,417 6,594 52,272

収益認識の時期       

　一時点で移転される
　財及びサービス

7,864 11,446 8,433 11,417 5,032 44,194

　一定の期間にわたり
　移転されるサービス

6,515 － － － 1,561 8,077

計 14,380 11,446 8,433 11,417 6,594 52,272
 

 

当第１四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年６月30日）

     (単位：百万円)

 

報告セグメント

計プラント

向け

工事・販売

工業製品
高機能
製品

自動車
部品

建材

主たる地域市場       

　日本 14,422 8,483 10,187 5,149 6,305 44,548

　アジア 480 2,576 267 3,980 410 7,715

　その他 0 393 55 1,903 0 2,353

計 14,903 11,452 10,510 11,033 6,716 54,617

収益認識の時期       

　一時点で移転される
　財及びサービス

9,021 11,452 10,510 11,033 5,273 47,292

　一定の期間にわたり
　移転されるサービス

5,882 － － － 1,443 7,325

計 14,903 11,452 10,510 11,033 6,716 54,617
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
至　2021年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
至　2022年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額（円） 81.66 84.69

 親会社株主に帰属する四半期純利益（百万円） 5,416 5,617

 普通株主に帰属しない金額（百万円） ― ―

 普通株式に係る親会社株主に帰属する
 四半期純利益（百万円）

5,416 5,617

 普通株式の期中平均株式数（千株） 66,333 66,332
 

　（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ニチアス株式会社(E01151)

四半期報告書

21/24



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

EDINET提出書類

ニチアス株式会社(E01151)

四半期報告書

22/24



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

2022年8月4日
 

　ニ　チ　ア　ス　株　式　会　社  
取　締　役　会　　　　　御　中

 

 

有限責任監査法人トーマツ  
　　　東　京　事　務　所  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小　　林　　弘　　幸  

 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中　　安　　　　　正  
 

 
監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているニチアス株式会

社の2022年4月1日から2023年3月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2022年4月1日から2022年6月30日

まで）及び第1四半期連結累計期間（2022年4月1日から2022年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、

四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ニチアス株式会社及び連結子会社の2022年6月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査

人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社

から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎

となる証拠を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成すること

が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づ

いて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を

通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められ

ないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告

書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表

の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められ

ている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ

り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連

結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していない

と信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独

で監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重

要な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセー

フガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。

以 上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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